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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年12月1日(2011.12.1)

【公表番号】特表2011-512911(P2011-512911A)
【公表日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-017
【出願番号】特願2010-547932(P2010-547932)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ   5/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   5/31     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   5/28    　　　　
   Ａ６１Ｍ   5/31    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月7日(2011.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンジ・ハウジング（１）と、プランジャ・ユニットによって作動可能であるピスト
ン（２）とを含む、成分を引き込み、分配するための単一チャンバ・デバイスであって、
混合アセンブリ（３）であって、そのロッド（１０）が前記ピストン（２）を通して導か
れ、前記プランジャ・ユニット（４、２１）に操作可能に連結された混合アセンブリ（３
）を含む単一チャンバ・デバイス（５、２０）において、前記プランジャ・ユニット（４
）は、前記混合ロッド（１０）において連接され（１２）且つ前記混合ロッドに係合可能
である手段を備えるプランジャ・ロッド（１３）を含むことを特徴とする、デバイス。
【請求項２】
　前記プランジャ・ロッド（１３）は、一方の端部に、前記混合ロッドに対応し、前記混
合ロッドに係合可能である凹部（１４）を有するフランジを備えることを特徴とする、請
求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記プランジャ・ロッド（１３）のもう一方の端部に、指置き付きハンドル（１５）が
設けられたことを特徴とする、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記プランジャ・ユニット（２１）は、ヒンジ（２２）によって前記混合ロッド（１０
）に連結され、前記混合ロッドをつかむようにした形状にされ、指置き付きハンドル（１
５）が、前記混合ロッド（１０）に設けられたことを特徴とする、請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項５】
　前記シリンジ・ハウジング（１）に配置された前記ピストン（２）は、前記シリンジ・
ハウジングに対してその円周を、及び前記混合ロッド（１０）に対してその通路（９）の
両方を密封する密封手段（８）を備えることを特徴とする、請求項１から４までのいずれ
か一項に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記混合アセンブリ（３）は、前記混合ロッド（１０）の出口側の端部に配置された混
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合ディスク（１１）を有することを特徴とする、請求項１から５までのいずれか一項に記
載のデバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、請求項１のプリアンブルに記載の、成分を引き込み、分配するための単一チ
ャンバ・デバイスに関する。そのようなデバイスは、引用文献１から知られており、この
デバイスの場合、混合ロッドによって駆動される別個のプッシャが、混合物を分配するた
めに挿入されなければならない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　図６は、プランジャ・ユニット４の実施例の変形例を示し、ここでは、デバイス２０の
指置き付きハンドル１５が、混合ロッド１０に配置され、プランジャ・ユニット２１は、
ヒンジ２２を介してハンドルに連結された連節部品の形態である。このプランジャ・ユニ
ット２１の機能は、前述の実例におけるのと同じであり、すなわち、混合操作のために、
プランジャ・ユニット２１が図６の位置に持ってこられ、液体を引き込む、又は混合物を
放出するために、プランジャ・ユニットが混合ロッド１０にカチッとはまり、この実施例
の変形例のプランジャ・ロッドは、混合ロッド１０に対応する溝形断面の形状である。
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